
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 旭川中央ケアサポート 安心コールセンター 

（第９回）介護・医療連携推進会議議事録 

 

日 時  令和 元 年 ９ 月１８日 （水） １３時３０分 ～ １４時００分 

 

場 所  旭川中央ケアサポート かりのすまい東光 １階研修室 

 

出席者 

    事業所    福祉介護事業部長         柏葉 美香 

    福祉介護事業課長         遠藤 康敏 

    福祉介護事業係長         大谷 清加 

    旭川市福祉保健部長寿社会課包括ケア推進係    浅沼 尚人 様 

    地域住民代表 民生委員             野村  修 様 

    定期巡回随時対応サービス利用者 菅原様（長男嫁）菅原久美子 様 

 

 

議題 

  事業所より報告 

（1）利用者現況報告 

    （2）サービスについての経過報告（事例） 

    （3）課題検討 

    （4）次回開催予定 

    （5）意見交換 

 

 

 

 



【会議より抜粋】 

≪遠藤≫ 

サービス利用者の現況報告 

利用者 菅原キミヱ 様について 

    「経緯、ニーズ、サービス状況」などについての状況報告 

 

【課題検討】 

≪大谷看護師≫ 

入浴中の体調不良の訴えや、デイサービスでの意識消失などがあり心配である。 

サービスを利用することにより、これまで以上に関わりを持ち体調など見ていきたい。 

掃除・洗濯については、出来る部分を大切にし、出来ない部分を支援していく。 

関わりを持つことで、日常の様子を見ていきたい。 

１０月より夕食の提供となる。 

 

≪家族 菅原様≫ 

良いサービスだと思う。 

サービスを利用することにより、食事や薬に関しての心配が減った。 

家族が部屋の冷蔵庫を確認し、古い食品を処分するよう話すが「後で食べるから」と拒否が

ある。再度訪問した際にもまだそのままである。 

 

≪柏葉部長≫ 

連携する訪問看護事業所がない。切り離したほうが良いのではないか。 

このサービスについて、ケアマネの理解不足を感じている。 

週間を通して帯でサービスを行えることは定期巡回ならではのメリットである。普通の訪問

介護では入りきらない。 

プランに関しては、ケアマネに意見しづらい部分がある。 

筋肉らくらくアップクラブのように、地域で何か役立つもの、ボランティアなど出来ればと

考えている。 



≪浅沼様≫ 

今でもこのサービスが浸透していない。もっと広がれば良いのだが。 

在宅で暮らしていけるサービスが充実していれば良いが、市にもっとお金があれば・・・ 

介護でサービス提供出来ない部分、不足している部分を民間の企業と連携し組み合わせてい

ければもっと良い物になる。 

 

≪野村様より≫ 

包括と連携し地域での活動を色々と行っている。 

毎月第３火曜日、東光公民館でサロンを開催している。 

地域の住民と一緒に交流の場の手伝いをしている。 

 

  

 

次回開催予定 令和 ２ 年 ４ 月 


